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平
成
三
十
年
五
月
十
三
日

（
且
、
下
阪
本
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
山
本
克
也
幹
事
の

司
会
で
、
梶
原
大
義
幹
事
を
議

長
に
選
出
し
て
、
第
十
二
回
総
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会
が
会
員
二
七
名
参
加
の
も
と

蕊
一
霧
瀞
議
蕊

．
言
菫
…
鉱
、

と
、
二
九
年
度
事
業
報
告
と
決

算
報
告
、
三
十
年
度
事
業
計
画

と
予
算
案
、
及
び
役
員
案
が
提
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れ
た
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幸
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報業会毎施・でをのて体○回し祉設役の
交のを月勉あ行方約を大程、公け員実
換企行一強ついに四始阪度年園、で施
等画い回会だ、ガニめ市実間に坂当
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１
．
下
阪
本
地
区
と
の
連
携
を

強
化
し
、
行
事
に
積
極
的
に
参

加
す
る
。
○
下
阪
本
文
化
協

会
の
後
援
を
依
頼
し
て
の
講
演

会
の
実
施
。

２
．
土
・
日
・
休
日
の
公
園
ガ

イ
ド
（
個
人
。
団
体
）
を
実
施

す
る
。
○
坂
本
観
光
協
会
と

の
連
携
を
強
化
す
る
。
○
坂
本

城
吐
公
園
の
清
掃
活
動
を
実
施
。

３
．
調
査
と
勉
強
会
○
研
修

旅
行
の
実
施
（
’
○
月
に
越
前

大
野
城
を
予
定
）

４
．
そ
の
他
○
会
報
の
発
行

一
幹
事 会
長
河
村
益
孝

副
会
長
林
宏
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事
事
務
局
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正
史
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克
也

幹
事
会
計
森
茂
樹

幹
事
広
報
藤
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一
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幹
事
梶
原
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義
・
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善
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上
嶌
昇
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昭
朗
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石
丸
学
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美
内

志
郎
監
事
成
宮
律
子
。
奥
村

多
栄
子

顧
問
中
井
均
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木
村

至
宏
・
馬
淵
直
樹
。
吉
水

眞
彦（
幹
事
退
任
渡
辺
豊
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欝溌蕊昨
年
の
四
月
に
、
本
会
の
会

長
を
し
て
お
ら
れ
る
河
村
益
孝

様
よ
り
「
坂
本
城
を
考
え
る
会
」

を
ご
紹
介
頂
き
、
皆
様
と
善
き

ご
縁
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
四
年
前
に
下
阪
本
に
住

ま
う
こ
と
に
な
り
、
家
の
近
所

に
坂
本
城
吐
公
園
が
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
天
守
閣
を
再
現
し
て
い
る
わ

け
で
も
な
く
、
看
板
も
な
く
、

目
立
た
な
い
湖
岸
沿
い
の
、
坂

本
城
吐
公
園
の
存
在
に
関
心
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
か
ら

歩
い
て
い
け
る
公
園
な
の
に
、

中
に
入
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
休
日
に
な
る
と
、

駐
車
場
に
は
い
つ
も
釣
り
人
た

ち
の
車
で
一
杯
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
通
り
が
か

り
に
立
ち
寄
る
こ
と
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
に
な
っ
て
ま
さ
か
、
こ
こ

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
す
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■
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毒
塔
頭
實
成
坊
長
隠
中
島
眞
瑞
氏

「
坂
本
城
を
考
え
る
会
」
第

十
二
回
総
会
に
伴
う
記
念
講
演

会
が
、
講
師
の
西
教
寺
・
塔
頭
・

實
成
坊
・
長
膓
・
中
島
眞
瑞
氏

に
よ
り
、
五
月
十
三
日
に
開
催

さ
れ
た
。
聴
衆
は
坂
本
城
を
考

え
る
会
会
員
を
中
心
に
五
五
名

で
あ
っ
た
。

考える会
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舞

る
こ
と
に
な
る
と
は

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

火
曜
日
の
定
例
会
議

せ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
、
更
に

は
会
員
の
皆
様
と

年
に
一
度
の
「
お

城
め
ぐ
り
の
日
帰

り
研
修
旅
行
」
に

参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
古
く
か
ら

本
会
に
て
活
動
な

さ
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
と
の
親
睦
を

深
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
明
智
光

秀
ゆ
か
り
の
地
に

つ
い
て
、
諸
先
輩
一

方
に
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
楽

し
く
ガ
イ
ド
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
｜
坂
本
地
域
で
は
、
坂
本
観
叩

真
盛
上
人
が
入
山
・
再
興
）
を

西

中
‐
の

（
推

創
建
西
教
が
始
建
立
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思
っ
て
も

毎
月
第
二

に
参
加
さ

【，＄

鎮灘鑿
識

霧鐙凄
繁
栄
し
て
い
た
が
、
比
叡
山
焼

き
討
ち
に
よ
り
す
べ
て
焼
失
、

西
教
寺
も
焼
失
し
た
。
明
智
光

秀
と
西
教
寺
と
の
関
係
は
、
光

秀
は
そ
の
後
の
西
教
寺
の
復
興

に
尽
力
し
、
宇
佐
山
城
の
陣
屋

を
庫
裏
と
し
た
。
坂
本
城
の
陣

鐘
を
梵
鐘
と
し
て
、
坂
本
城
の

門
を
大
手
門
と
し
て
移
築
。
明

智
光
春
の
馬
の
鞍
や
供
養
米
な

ど
を
寄
進
し
、
坂
本
城
を
大
天

主
、
小
天
主
を
持
つ
水
城
と
し

て
築
城
し
た
。

ま
た
以
下
の
よ
う
に
光
秀
は

立
派
な
人
物
で
あ
っ
た
と
の
記

録
が
あ
る
。

①
妻
煕
子
を
要
る
際
の
経
緯

と
縁
の
あ
る
亀
岡
市
・
福

知
山
市
等
で
は
、
平
成
２

３
年
度
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

歓
迎
を
表
明
’

津
市
長
が
、

て
西
教
寺

地
の
観
光
協
会
は
大
喜
び
‐

ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議
会
」

が
つ
く
ら
れ
て
お
り

秀
が
、
主
人
公
と
し
て
描

か
れ
る
ド
ラ
マ
は
は
じ
め

て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

年
。
こ
の
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

河
ド
ラ
マ
は
、
「
騏
麟

く
る
」
と
発
表
さ
れ
た

こ
の
ド
ラ
マ
の
主
人
公

明
智
光
秀
で
あ
る
。

二
回
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
行
わ
れ
る
２
０
２
０

烈議
滋
賀
県
で
も
知
事
や
大

明
智
光
秀
と
い
ろ
い
ろ

坂
本
城
を
築
城
し
た
光

一

に
お
参
り
し
て

緒
に
そ
ろ
っ

蝿
》
顎
痩
籔

典

現 は が大

（
庖
瘡
）

②
世
に
出
る
前
に
妻
の
煕
子
一
嘩
罐
虹
詮
）
（
・
一
族
の
明
智
藤
右

が
光
秀
を
支
え
た
経
緯
（
黒
髪
一
一
細
の
鵺
唖
郡
硝
州
轆
雄
謹
鮴
罹

切
断
）

③
病
気
に
な
り
、
信
長
の
見
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

舞
い
や
信
長
の
侍
医
の
往
診
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
西
教

④
妻
煕
子
の
葬
儀
に
出
席
寺
を
中
心
に
「
明
智
光
秀
顕
彰

（
・
「
御
城
主
御
自
か
ら
御
同
道
、
会
」
が
設
立
さ
れ
、
活
動
し
て

こ
れ
前
代
未
聞
」
）
、
墓
も
西
き
て
い
る
が
、
今
回
、
２
０
２

教
寺
に
あ
る
。
０
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に

⑤
坂
本
の
地
割
り
と
水
利
事
明
智
光
秀
が
「
騏
麟
が
来
る
」

業
を
行
っ
た
。
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

⑥
戦
死
。
殉
死
し
た
明
智
兵
一
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
全
面
協
力
し

百
数
十
名
を
西
教
寺
に
埋
葬
。
て
い
る
。
（
文
責
梶
原
）

烏睾

墾
蘇
蕊
蕊
悪
睡
糾
鶏
署
、

絡
会
（
仮
称
ご
が
企
画
さ
れ
、
｜
わ
が
「
坂
本
城
を
考
え
る
会
」

ゆ
か
り
の
地
の
更
な
る
認
知
度
一
は
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

の
向
上
と
誘
客
促
進
を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
と
連
携
を
は
か
り
、

各
種
の
施
策
・
商
品
企
画
等
が
一
積
極
的
に
参
加
し
、
坂
本
城
祉

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
園
の
ト
イ
レ
等
の
改
修
・
整

又
、
坂
本
城
趾
の
あ
る
下
阪
本
備
な
ど
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

学
区
自
治
連
合
会
は
「
下
阪
本
案
内
ガ
イ
ド
の
充
実
や
下
阪
本

街
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
仮
学
区
の
文
化
祭
に
協
力
し
て
い

称
）
」
を
立
ち
上
げ
、
下
阪
本
一
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

区
の
文
化
祭
に
、
明
智
光
秀
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|
｜■平成30年度会費

:1,200円を､未だ納入

されていない会員は､郵

便振替で至急納入願い

‐ます。

現金でも結構です。

払込取扱票が必要な方

は連絡頂ければ送り

|君"ﾛ塵書号
00940-8-193042

■加入者名

坂本城を考える会

■他の金融機関から

店番468－

普通預金0954399

■520－0105

10月10B(水） JR比叡幽坂本駅H『83的磁識

盟室饗嘩篭鞭睦嘩塞

卜

験”泌填==JR比叡山坂本釈18300頃

大津市下阪本1-35-13

森茂樹

1ELO77-578-2149

090-3495-6197

〆
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お'入 』
一
害

一
一
一

一
一

円p

左記のバス
。

申込の締め切りは
9月20日です。

先着25人で締
め切ります｡お早
くお申込ください。

大津市下阪本1丁目27－26

坂本城を考える会

事務局山本正史
090-1671-1236
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〃 のできる服 で
加してく さい
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